
 

東京都児童相談センター

特別臨床セミナー講演会

治療的施設ケア：トラウマを背負う子

どもとのかかわり」

 

日時：

場所：児童相談センター新庁舎

講師：パトリック・トムリンソン氏

（トムリンソン・コンサルタント事務所長）

通訳：辻

司会：伊東ゆたか

記録編集：開原久代

配布資料：

とづいた里親ケアのモデル」２．「トラウマ

を背負った子どもたちと心をかよわせるに

は」 

里親のリクルート」（以上

料を開原久代翻訳）

司会：

短かったのですが、

ご参加下さり、大変

講師のトムリンソン

演活動

とでありますが、

えて、

おります。私

ーに赴任した時に技術次長でおられた

先生がこの

開原先生、

お願い

東京都児童相談センター

特別臨床セミナー講演会

治療的施設ケア：トラウマを背負う子

どもとのかかわり」

日時：2013年 10

9:30～12:30

場所：児童相談センター新庁舎

：パトリック・トムリンソン氏

（トムリンソン・コンサルタント事務所長）

通訳：辻 直美（

司会：伊東ゆたか

記録編集：開原久代

配布資料：１．「エビデンス情報と成果にも

いた里親ケアのモデル」２．「トラウマ

を背負った子どもたちと心をかよわせるに

 ３．英国マニュアル「英国における

里親のリクルート」（以上

料を開原久代翻訳）

司会：本日の講演会は

短かったのですが、

ご参加下さり、大変

講師のトムリンソン

演活動のなかで、

とでありますが、

、いろいろ伺

おります。私が平成９年

ーに赴任した時に技術次長でおられた

先生がこの研究活動を

開原先生、パトリック先生についてご紹介

願いいたします。

東京都児童相談センター 治療指導課

特別臨床セミナー講演会 

治療的施設ケア：トラウマを背負う子

どもとのかかわり」 

10月 31日（木）

12:30 

場所：児童相談センター新庁舎

：パトリック・トムリンソン氏

（トムリンソン・コンサルタント事務所長）

（吉香ｋｋ）

司会：伊東ゆたか 治療指導課長

記録編集：開原久代 

１．「エビデンス情報と成果にも

いた里親ケアのモデル」２．「トラウマ

を背負った子どもたちと心をかよわせるに

３．英国マニュアル「英国における

里親のリクルート」（以上 Tomlinson

料を開原久代翻訳） 

本日の講演会は、準備の期間が

短かったのですが、皆様お忙しい

ご参加下さり、大変嬉しく思っております。

講師のトムリンソン先生は、１０日間の

で、本日が最後の日

とでありますが、これまでのご経験

伺えることを楽しみにして

平成９年に児童相談センタ

ーに赴任した時に技術次長でおられた

研究活動を企画されてお

パトリック先生についてご紹介

ます。 

治療指導課 

治療的施設ケア：トラウマを背負う子

日（木）  

場所：児童相談センター新庁舎 研修室

：パトリック・トムリンソン氏 

（トムリンソン・コンサルタント事務所長）

） 

治療指導課長 

１．「エビデンス情報と成果にも 

いた里親ケアのモデル」２．「トラウマ 

を背負った子どもたちと心をかよわせるに 

３．英国マニュアル「英国における 

Tomlinson氏提供資

準備の期間が大変

忙しい中を多数

嬉しく思っております。

、１０日間の

最後の日というこ

これまでのご経験に踏ま

えることを楽しみにして

に児童相談センタ

ーに赴任した時に技術次長でおられた開原

されております。

パトリック先生についてご紹介

141 

 

治療的施設ケア：トラウマを背負う子

研修室 

（トムリンソン・コンサルタント事務所長） 

 

 

資 

 
大変

中を多数

嬉しく思っております。

、１０日間の講

というこ

踏ま

えることを楽しみにして

に児童相談センタ

開原

ます。

パトリック先生についてご紹介

開原：

は、

された

達障害児の通所指導や、

８５年）から

ていた

うことに取り組みました。当時

いう

今、考えて

や虐待

当時は、

うと

後、

指導部門

派に

本当に

私

学教師

募し、

親や施設職員

年間の研究活動を行うことが出来ました。

海外

仲間と

したトムリンソン先生が開発された英国の

重い

施設を

招きして重いトラウマを背負った子ども

養育する施設職員や里親さんとの交流

講演・ワークショップを

が調査訪問した

子どもに１０人の治療親

という

ムリンソン先生はもともと、治療的コミュ

ニティといって、今で言うと

変なトラウマを

少年たちの

開原：ご紹介ありがとうございました。私

、昭和５０年に

された時に着任し、

達障害児の通所指導や、

８５年）からは

ていた不登校の子ども

うことに取り組みました。当時

いう主訴でくくられた

今、考えてみますと、ほとんどが発達障害

虐待体験のある児童

当時は、学校に行けない子

うと一生懸命取り組んで

後、伊東先生をはじめ多くの

指導部門を発展させ

派に存続できている

本当に嬉しく思っております

私は児童相談センター

教師立場で厚生労働省の科研費

募し、念願だった

親や施設職員への

年間の研究活動を行うことが出来ました。

海外と国内の関連する

仲間と行い、その課程で、

したトムリンソン先生が開発された英国の

重いトラウマを

施設を訪問したり、昨年と本年、先生をお

招きして重いトラウマを背負った子ども

養育する施設職員や里親さんとの交流

講演・ワークショップを

が調査訪問した

子どもに１０人の治療親

いうグループホームで驚きましたが、

ムリンソン先生はもともと、治療的コミュ

ニティといって、今で言うと

変なトラウマを

少年たちの施設の施設職員を長年なさり、

ご紹介ありがとうございました。私

昭和５０年に児童相談センターが開設

時に着任し、治療指導課長として

達障害児の通所指導や、昭和６０年

は宿泊治療で

不登校の子どもたちの治療指導とい

うことに取り組みました。当時

主訴でくくられた子ども

みますと、ほとんどが発達障害

体験のある児童だったわけです

学校に行けない子

一生懸命取り組んでおりました

をはじめ多くの

を発展させ、こちらに移って

存続できていることは、

思っております

児童相談センターを定年

厚生労働省の科研費

念願だった、「被虐待児を養育する里

への専門的支援

年間の研究活動を行うことが出来ました。

関連する調査研究を

その課程で、

したトムリンソン先生が開発された英国の

トラウマを体験した子どもたちの治療

たり、昨年と本年、先生をお

招きして重いトラウマを背負った子ども

養育する施設職員や里親さんとの交流

講演・ワークショップを開催し

が調査訪問した英国の治療施設は、

子どもに１０人の治療親が配置されている

グループホームで驚きましたが、

ムリンソン先生はもともと、治療的コミュ

ニティといって、今で言うと

変なトラウマを背負い、犯罪を犯すような

施設の施設職員を長年なさり、

ご紹介ありがとうございました。私

児童相談センターが開設

治療指導課長として

昭和６０年（１９

で当時、注目され

たちの治療指導とい

うことに取り組みました。当時は不登校と

子どもたちでしたが

みますと、ほとんどが発達障害

だったわけです

学校に行けない子どもを支援しよ

おりました。

をはじめ多くの先生方が

こちらに移って

は、皆様のお蔭と

思っております。 

を定年退職後

厚生労働省の科研費研究に

被虐待児を養育する里

専門的支援」について３

年間の研究活動を行うことが出来ました。

調査研究を１８人の

その課程で、本日お招きしま

したトムリンソン先生が開発された英国の

体験した子どもたちの治療

たり、昨年と本年、先生をお

招きして重いトラウマを背負った子ども

養育する施設職員や里親さんとの交流

開催しました。私

治療施設は、５人の

が配置されている

グループホームで驚きましたが、

ムリンソン先生はもともと、治療的コミュ

ニティといって、今で言うと少年院的な大

犯罪を犯すような

施設の施設職員を長年なさり、

ご紹介ありがとうございました。私

児童相談センターが開設

治療指導課長として発

（１９

注目され

たちの治療指導とい

登校と

たちでしたが、

みますと、ほとんどが発達障害

だったわけですが、

どもを支援しよ

。その

先生方が治療

こちらに移っても立

皆様のお蔭と

退職後に大

研究に応

被虐待児を養育する里

」について３

年間の研究活動を行うことが出来ました。

１８人の

お招きしま

したトムリンソン先生が開発された英国の

体験した子どもたちの治療

たり、昨年と本年、先生をお

招きして重いトラウマを背負った子どもを

養育する施設職員や里親さんとの交流会や

ました。私

５人の

が配置されている

グループホームで驚きましたが、ト

ムリンソン先生はもともと、治療的コミュ

的な大

犯罪を犯すような

施設の施設職員を長年なさり、



 

その後施設長やスーパバイザー

タント

る著書もたくさん出版しておられま

ご著書の一つを私どもが翻訳し、本日チラ

シで案内をさせていただいて

日、帰国されますが、伊藤先生のご尽力で

皆さま

て、トムリンソン先生のお話を聞いていた

だく機会を得られたこと

たします。

トムリンソン

れでは本日３時間というお時間を頂戴して

おります

させていただく機会を得まして、大変嬉し

く思っております。それでは１時間ほど

半の部分

休憩を取りまして、後半に入っていきたい

と思いますが、

お受けし

りたいと思

「コミュニケーションをとるとは？」

では、このトラウマを負った子どもたち

と心を通わせる、コミュニケーションをと

るというのは、どうやって実現すればいい

のかということを少し考えていただきまし

ょう。どういう意味なのか。ちょっと写真

をご覧ください。

その後施設長やスーパバイザー

タントのお仕事を重ね、治療的ケアに関す

る著書もたくさん出版しておられま

著書の一つを私どもが翻訳し、本日チラ

シで案内をさせていただいて

日、帰国されますが、伊藤先生のご尽力で

まにお忙しい

て、トムリンソン先生のお話を聞いていた

だく機会を得られたこと

たします。ではよろしく

トムリンソン：ありがとうございます。そ

れでは本日３時間というお時間を頂戴して

おりますが、皆さま

させていただく機会を得まして、大変嬉し

く思っております。それでは１時間ほど

半の部分をお話させていただいて、その後

休憩を取りまして、後半に入っていきたい

いますが、適宜

お受けし、ディスカッションのお時間を取

たいと思います。

「コミュニケーションをとるとは？」

では、このトラウマを負った子どもたち

と心を通わせる、コミュニケーションをと

るというのは、どうやって実現すればいい

のかということを少し考えていただきまし

ょう。どういう意味なのか。ちょっと写真

をご覧ください。

その後施設長やスーパバイザー

のお仕事を重ね、治療的ケアに関す

る著書もたくさん出版しておられま

著書の一つを私どもが翻訳し、本日チラ

シで案内をさせていただいて

日、帰国されますが、伊藤先生のご尽力で

お忙しいなかをお集まりいただい

て、トムリンソン先生のお話を聞いていた

だく機会を得られたことを、本当に感謝い

ではよろしくお願い

ありがとうございます。そ

れでは本日３時間というお時間を頂戴して

、皆さまにこういう形でお話を

させていただく機会を得まして、大変嬉し

く思っております。それでは１時間ほど

お話させていただいて、その後

休憩を取りまして、後半に入っていきたい

適宜、皆さまからの

ディスカッションのお時間を取

います。 

「コミュニケーションをとるとは？」

では、このトラウマを負った子どもたち

と心を通わせる、コミュニケーションをと

るというのは、どうやって実現すればいい

のかということを少し考えていただきまし

ょう。どういう意味なのか。ちょっと写真

をご覧ください。 

その後施設長やスーパバイザー、コンサル

のお仕事を重ね、治療的ケアに関す

る著書もたくさん出版しておられます。

著書の一つを私どもが翻訳し、本日チラ

シで案内をさせていただいております。

日、帰国されますが、伊藤先生のご尽力で

お集まりいただい

て、トムリンソン先生のお話を聞いていた

、本当に感謝い

お願いいたします。

 
ありがとうございます。そ

れでは本日３時間というお時間を頂戴して

こういう形でお話を

させていただく機会を得まして、大変嬉し

く思っております。それでは１時間ほど

お話させていただいて、その後

休憩を取りまして、後半に入っていきたい

、皆さまからの質問

ディスカッションのお時間を取

「コミュニケーションをとるとは？」 

では、このトラウマを負った子どもたち

と心を通わせる、コミュニケーションをと

るというのは、どうやって実現すればいい

のかということを少し考えていただきまし

ょう。どういう意味なのか。ちょっと写真
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、コンサル

のお仕事を重ね、治療的ケアに関す

す。ご

著書の一つを私どもが翻訳し、本日チラ

す。明

日、帰国されますが、伊藤先生のご尽力で

お集まりいただい

て、トムリンソン先生のお話を聞いていた

、本当に感謝い

します。 

 
ありがとうございます。そ

れでは本日３時間というお時間を頂戴して

こういう形でお話を

させていただく機会を得まして、大変嬉し

く思っております。それでは１時間ほど前

お話させていただいて、その後

休憩を取りまして、後半に入っていきたい

質問を

ディスカッションのお時間を取

 

では、このトラウマを負った子どもたち

と心を通わせる、コミュニケーションをと

るというのは、どうやって実現すればいい

のかということを少し考えていただきまし

ょう。どういう意味なのか。ちょっと写真

ここにはお母さんと赤ちゃんの写真が

ます

うふうにお感じになってい

こっていると

プルな質問

ますか

すか？

女性

みあってい

トムリンソン

ますか？

一緒にいて幸せそうに見えるでしょうか？

親子でお互いに理解し合っているように見

えますか？

お母さんと子どもの間で、何かコミュニケ

ーション

せしたかった

瞬間から、こういう形で親子の間でコミュ

ニケーションというものが、すぐ始まって

いるわけです。もし、このお部屋に赤ちゃ

んがいたとすれば、我々もすぐにコミュニ

ケーションを取り始めると思

つうだったら微笑みかけたり、赤ちゃんは

笑ってそれに応えたり、何かちょっと音を

立てたらそれに対して私たちも同じように

対応するかもしれません。それをどういう

ここにはお母さんと赤ちゃんの写真が

ますが、これをご覧になって皆さまどうい

ふうにお感じになってい

こっていると捉えられますか？非常にシン

ルな質問ですが、

ますか？そちらから

すか？ 

女性１：目と目を合わせて

みあっています。

トムリンソン：

ますか？ 

一緒にいて幸せそうに見えるでしょうか？

親子でお互いに理解し合っているように見

えますか？この写真をお見せした理由

お母さんと子どもの間で、何かコミュニケ

ーションが取られているということをお見

せしたかったの

瞬間から、こういう形で親子の間でコミュ

ニケーションというものが、すぐ始まって

いるわけです。もし、このお部屋に赤ちゃ

んがいたとすれば、我々もすぐにコミュニ

ケーションを取り始めると思

つうだったら微笑みかけたり、赤ちゃんは

笑ってそれに応えたり、何かちょっと音を

立てたらそれに対して私たちも同じように

対応するかもしれません。それをどういう

ここにはお母さんと赤ちゃんの写真が

、これをご覧になって皆さまどうい

ふうにお感じになってい

捉えられますか？非常にシン

ですが、どなたかお話いただけ

？そちらからお願いして

目と目を合わせて

ます。 

：他にどなたかいらっしゃい

一緒にいて幸せそうに見えるでしょうか？

親子でお互いに理解し合っているように見

この写真をお見せした理由

お母さんと子どもの間で、何かコミュニケ

取られているということをお見

のです。赤ちゃん

瞬間から、こういう形で親子の間でコミュ

ニケーションというものが、すぐ始まって

いるわけです。もし、このお部屋に赤ちゃ

んがいたとすれば、我々もすぐにコミュニ

ケーションを取り始めると思

つうだったら微笑みかけたり、赤ちゃんは

笑ってそれに応えたり、何かちょっと音を

立てたらそれに対して私たちも同じように

対応するかもしれません。それをどういう

 
ここにはお母さんと赤ちゃんの写真が

、これをご覧になって皆さまどうい

ふうにお感じになっていますか？何

捉えられますか？非常にシン

どなたかお話いただけ

お願いしてよろしいで

目と目を合わせて、お互いに微笑

他にどなたかいらっしゃい

一緒にいて幸せそうに見えるでしょうか？

親子でお互いに理解し合っているように見

この写真をお見せした理由

お母さんと子どもの間で、何かコミュニケ

取られているということをお見

です。赤ちゃんが生まれた

瞬間から、こういう形で親子の間でコミュ

ニケーションというものが、すぐ始まって

いるわけです。もし、このお部屋に赤ちゃ

んがいたとすれば、我々もすぐにコミュニ

ケーションを取り始めると思いますね。ふ

つうだったら微笑みかけたり、赤ちゃんは

笑ってそれに応えたり、何かちょっと音を

立てたらそれに対して私たちも同じように

対応するかもしれません。それをどういう

ここにはお母さんと赤ちゃんの写真があり

、これをご覧になって皆さまどうい

か？何が起

捉えられますか？非常にシン

どなたかお話いただけ

よろしいで

お互いに微笑

他にどなたかいらっしゃい

一緒にいて幸せそうに見えるでしょうか？

親子でお互いに理解し合っているように見

この写真をお見せした理由は、

お母さんと子どもの間で、何かコミュニケ

取られているということをお見

生まれた

瞬間から、こういう形で親子の間でコミュ

ニケーションというものが、すぐ始まって

いるわけです。もし、このお部屋に赤ちゃ

んがいたとすれば、我々もすぐにコミュニ

ね。ふ

つうだったら微笑みかけたり、赤ちゃんは

笑ってそれに応えたり、何かちょっと音を

立てたらそれに対して私たちも同じように

対応するかもしれません。それをどういう



 

ふうに表現するかというと、赤ちゃんをあ

やしているお母さんという

こういうプロセスを介しまして

赤ちゃんの脳が発達していくわけです。赤

ちゃんが泣

表情が変わる

思います。ですからトラウマを負った子ど

もたちと

うことを

ているよう

とられているコミュニケーション、これは

特に言葉を要しないものであるということ

を念頭にとどめて

また、トラウマを負った子どもたちは実年

齢よりもかなり幼いままとどまっているこ

とが多い

うというか、

によって、そういう状態になるということ

であります。

 

この写真をご覧になってどのようにお感

じになるのか、どういう写真だと思われま

すか？どなたか。

女性２

に表現するかというと、赤ちゃんをあ

やしているお母さんという

こういうプロセスを介しまして

赤ちゃんの脳が発達していくわけです。赤

ちゃんが泣き始めると

表情が変わることも

思います。ですからトラウマを負った子ど

もたちとのコミュニケーションを取る

うことを考える際に

ているような赤ちゃんとお母さんとの間で、

とられているコミュニケーション、これは

特に言葉を要しないものであるということ

を念頭にとどめて

また、トラウマを負った子どもたちは実年

齢よりもかなり幼いままとどまっているこ

とが多いのですが、

いうか、発達が損なわれてしまうこと

によって、そういう状態になるということ

であります。 

この写真をご覧になってどのようにお感

じになるのか、どういう写真だと思われま

すか？どなたか。

２：同じ姿勢になっているので、同じ

に表現するかというと、赤ちゃんをあ

やしているお母さんというの

こういうプロセスを介しまして

赤ちゃんの脳が発達していくわけです。赤

き始めると、すぐにお母さんの

こともおわかりいただけると

思います。ですからトラウマを負った子ど

コミュニケーションを取る

考える際に、ここでご覧いただい

赤ちゃんとお母さんとの間で、

とられているコミュニケーション、これは

特に言葉を要しないものであるということ

を念頭にとどめていただきたいと思います。

また、トラウマを負った子どもたちは実年

齢よりもかなり幼いままとどまっているこ

のですが、これは発達に障害を負

発達が損なわれてしまうこと

によって、そういう状態になるということ

この写真をご覧になってどのようにお感

じになるのか、どういう写真だと思われま

すか？どなたか。 

同じ姿勢になっているので、同じ

に表現するかというと、赤ちゃんをあ

のでしょうか

こういうプロセスを介しましてどんどん、

赤ちゃんの脳が発達していくわけです。赤

、すぐにお母さんの

おわかりいただけると

思います。ですからトラウマを負った子ど

コミュニケーションを取るとい

、ここでご覧いただい

赤ちゃんとお母さんとの間で、

とられているコミュニケーション、これは

特に言葉を要しないものであるということ

たいと思います。

また、トラウマを負った子どもたちは実年

齢よりもかなり幼いままとどまっているこ

これは発達に障害を負

発達が損なわれてしまうこと

によって、そういう状態になるということ

この写真をご覧になってどのようにお感

じになるのか、どういう写真だと思われま

 
同じ姿勢になっているので、同じ
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に表現するかというと、赤ちゃんをあ

か。

どんどん、

赤ちゃんの脳が発達していくわけです。赤

、すぐにお母さんの

おわかりいただけると

思います。ですからトラウマを負った子ど

とい

、ここでご覧いただい

赤ちゃんとお母さんとの間で、

とられているコミュニケーション、これは

特に言葉を要しないものであるということ

たいと思います。

また、トラウマを負った子どもたちは実年

齢よりもかなり幼いままとどまっているこ

これは発達に障害を負

発達が損なわれてしまうこと

によって、そういう状態になるということ

この写真をご覧になってどのようにお感

じになるのか、どういう写真だと思われま

同じ姿勢になっているので、同じ

気持ちになっているのかな？

トムリンソン

勢になっているので、同じような気持ちに

なっている。非常に興味深い点をご指摘い

ただ

何かつながりがある、ポジティブな意味で

何かつながっている

思います。

親と子どもであろうということで、その子

どもが父親

ことが伝わって来るかと思います。これを、

子どもたちを虐待したことのある若者に

この写真を見せたところ、どういう答えが

返ってきたかと言うと、この男の人が子ど

もを森の中に連れて行って、そこで虐待し

ようとしている写真だと言

から人によっては

イメージを受ける人もいれば、逆に子ども

を虐待しようとしている大人なんだという

ふうに捉える人もいる

あるワークショップで、子どもを保護す

る仕事をされてい

ようにこの写真をお見せしたところ、こう

やってビーチに来ているけれども、父親は

ショーツをはいていて、子どもはビーチに

いるような恰好をしていない。ということ

で、これはネグレクトのケースではないか

と言

ですから、皆さん、いろんな視点がある

ということで、コミュニケーションに関し

ても、例えば先ほどの母親と赤ちゃんの間

で交わされているような言語を介さない、

非言語のコミュニケーション

こと

んなメッセージを伝えているということも

あります

気持ちになっているのかな？

ムリンソン：

勢になっているので、同じような気持ちに

なっている。非常に興味深い点をご指摘い

ただきましたが、

何かつながりがある、ポジティブな意味で

何かつながっている

思います。髪型も似ています

親と子どもであろうということで、その子

どもが父親に肯定

ことが伝わって来るかと思います。これを、

子どもたちを虐待したことのある若者に

この写真を見せたところ、どういう答えが

返ってきたかと言うと、この男の人が子ど

もを森の中に連れて行って、そこで虐待し

ようとしている写真だと言

から人によっては

イメージを受ける人もいれば、逆に子ども

を虐待しようとしている大人なんだという

ふうに捉える人もいる

あるワークショップで、子どもを保護す

る仕事をされてい

ようにこの写真をお見せしたところ、こう

やってビーチに来ているけれども、父親は

ショーツをはいていて、子どもはビーチに

いるような恰好をしていない。ということ

で、これはネグレクトのケースではないか

と言っていました。

ですから、皆さん、いろんな視点がある

ということで、コミュニケーションに関し

ても、例えば先ほどの母親と赤ちゃんの間

で交わされているような言語を介さない、

非言語のコミュニケーション

ことがありますし

んなメッセージを伝えているということも

ります。それを

気持ちになっているのかな？

：そうですね。同じような姿

勢になっているので、同じような気持ちに

なっている。非常に興味深い点をご指摘い

きましたが、おそらくこの二人の中で、

何かつながりがある、ポジティブな意味で

何かつながっていることが示されていると

髪型も似ています

親と子どもであろうということで、その子

肯定的な気持ちを持っている

ことが伝わって来るかと思います。これを、

子どもたちを虐待したことのある若者に

この写真を見せたところ、どういう答えが

返ってきたかと言うと、この男の人が子ど

もを森の中に連れて行って、そこで虐待し

ようとしている写真だと言

から人によっては、この写真から肯定的な

イメージを受ける人もいれば、逆に子ども

を虐待しようとしている大人なんだという

ふうに捉える人もいるのです。

あるワークショップで、子どもを保護す

る仕事をされている職員の方たち

ようにこの写真をお見せしたところ、こう

やってビーチに来ているけれども、父親は

ショーツをはいていて、子どもはビーチに

いるような恰好をしていない。ということ

で、これはネグレクトのケースではないか

ました。 

ですから、皆さん、いろんな視点がある

ということで、コミュニケーションに関し

ても、例えば先ほどの母親と赤ちゃんの間

で交わされているような言語を介さない、

非言語のコミュニケーション

ありますし、また言葉を使ったいろ

んなメッセージを伝えているということも

。それをどのように捉えるか、本

気持ちになっているのかな？ 

そうですね。同じような姿

勢になっているので、同じような気持ちに

なっている。非常に興味深い点をご指摘い

おそらくこの二人の中で、

何かつながりがある、ポジティブな意味で

が示されていると

髪型も似ています。おそらく父

親と子どもであろうということで、その子

的な気持ちを持っている

ことが伝わって来るかと思います。これを、

子どもたちを虐待したことのある若者に

この写真を見せたところ、どういう答えが

返ってきたかと言うと、この男の人が子ど

もを森の中に連れて行って、そこで虐待し

ようとしている写真だと言うのです。

この写真から肯定的な

イメージを受ける人もいれば、逆に子ども

を虐待しようとしている大人なんだという

です。 

あるワークショップで、子どもを保護す

る職員の方たちに、同じ

ようにこの写真をお見せしたところ、こう

やってビーチに来ているけれども、父親は

ショーツをはいていて、子どもはビーチに

いるような恰好をしていない。ということ

で、これはネグレクトのケースではないか

ですから、皆さん、いろんな視点がある

ということで、コミュニケーションに関し

ても、例えば先ほどの母親と赤ちゃんの間

で交わされているような言語を介さない、

非言語のコミュニケーションを取っている

また言葉を使ったいろ

んなメッセージを伝えているということも

どのように捉えるか、本

そうですね。同じような姿

勢になっているので、同じような気持ちに

なっている。非常に興味深い点をご指摘い

おそらくこの二人の中で、

何かつながりがある、ポジティブな意味で

が示されていると

おそらく父

親と子どもであろうということで、その子

的な気持ちを持っている

ことが伝わって来るかと思います。これを、

子どもたちを虐待したことのある若者に、

この写真を見せたところ、どういう答えが

返ってきたかと言うと、この男の人が子ど

もを森の中に連れて行って、そこで虐待し

うのです。です

この写真から肯定的な

イメージを受ける人もいれば、逆に子ども

を虐待しようとしている大人なんだという

あるワークショップで、子どもを保護す

、同じ

ようにこの写真をお見せしたところ、こう

やってビーチに来ているけれども、父親は

ショーツをはいていて、子どもはビーチに

いるような恰好をしていない。ということ

で、これはネグレクトのケースではないか

ですから、皆さん、いろんな視点がある

ということで、コミュニケーションに関し

ても、例えば先ほどの母親と赤ちゃんの間

で交わされているような言語を介さない、

を取っている

また言葉を使ったいろ

んなメッセージを伝えているということも

どのように捉えるか、本
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当に様々な視点があるということです。 

「トラウマを受けた子どもたちの反応」 

ご存知かと思いますが、トラウマを受け

た子どもたちは、自らを取り巻く環境に非

常に神経をとがらせています。これは自ら

それだけ危険な環境に置かれていたという

ことで。自らを守る、身を守る術として、

そういう感覚が身に付いてしまったといえ

ます。取り巻かれているいろんな脅威とか、

リスク、危険なもの、虐待から身を守るた

めにそのようになってしまったのです。 

ですから、トラウマを受けた子どもたち

と何かやり取りをするときには、言葉を使

って何か話しかける以外にもあらゆる場面

でコミュニケーションを取っているわけで

す。 

関連したことで、今、私自身が施設で仕

事をしていたときのことを思い出していま

す。ロンドンに出かけたときがあって、戻

るための列車に乗り遅れてしまったので、

駅で一晩過ごさなければならないことにな

りました。７時半から仕事を始めなければ

ならないので、６時発の列車に乗らなけれ

ばいけなかったので、非常に寒い駅で一晩

過ごして、ほとんど眠れないままで早朝か

ら子どもたちの勤務につかなければならな

かったのです。すでに職場に着いたときに

は、あまり機嫌が良くなかったわけです。

さらに５分後には、そこにいた施設の男の

子が、台所で何か食べ物を私に向かって投

げつけてきました。私としては、言葉は何

も発していなかったのですが、その男の子

はすでに私の気分を察知していたのではな

いかと思いました。そもそもあまり機嫌が

良くないということで、もう家に帰ったほ

うがいいのではというところまで気づかれ

ていたと思います。やはり子どもたちは大

人の動向に非常に敏感ですので、何か大人

が落ち着かないとか、心配を抱えていると、

ものすごく反応してくるのです。特に集団

の中の子どもたちは。大人がそういう状況

にあると、非常に難しい行動をグループの

中でとることがいろいろと明らかになって

います。特に大人が問題について話をした

わけではなくて、言葉によって、何かを伝

えたわけではないのですが、別な形で私た

ちの心の中が、感情のコミュニケーション

か何かが伝わっていたことになります。 

「相手を知るためのトレーニング」 

ですから子どもに、何を言おうか、どう

言おうかということを考える以前に、言葉

を介さないコミュニケーションが何も言葉

を発しなくても、子どもたちに何を伝えて

いるのかをまず考えるべきであります。 

また、私たち自身も耳を傾ける、そして

きちんと観察をするという姿勢を持ってい

ないといけません。やはりコミュニケーシ

ョンでより重要なのは聞くということだと

思います。耳を傾けるということですね。

イギリスにおいては、児童心理療法家にな

る場合の最初の重要なトレーニングは、赤

ちゃんを観察することです。まず子どもた

ちに携わることで、最初のトレーニングを

受けるわけですが、最終的にはトラウマを

受けた子どもたちの専門家になるためには、

まずやらなくてはならないのは観察するこ

となのです。子どもたちを観察すること、

これを「幼児観察」と呼んでいますが、訓

練を受ける受講者は、例えば親子を、週２

回、１年間を通してずっと家庭訪問して、

ひたすら観察するということです。特に何

かそれについてコメントをしたり、言葉を
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発したりするわけでなく、黙ってただひた

すら観察をするということを続けます。例

えば、今週でも来週でも結構ですが、職場

にお戻りになったときにちょっと練習だと

思って、いつもよりもっとつぶさに子ども

たちを観察していただければと思います。 

本当に注意を払って、細かいところまで

見ていくことです。どれだけの気づきがあ

ったか、観察した結果ではっとするような

ことがあるかということを体験していただ

ければと思います。 

「一人の子どもに集中的に注目」 

私が治療的施設であるコミュニティで仕

事をしていたとき、男子だけの施設でした

が、特に非常に気にかかる子どもがいまし

た。５～６人のケアラーが職員でいました

が、その週はずっとその子について観察を

して記録を取りました。通常よりもよりそ

の子にフォーカスを当てた形で、ずっと目

を向けているというような状況でした。本

当にその子が行ったすべての行動について

書き留めていました。そして我々職員がそ

れに対してどのように対応したのかという

ことも含めて書きとめました。例えば朝、

起床の時間から、なかなか起きてこない。

それに対して私たちは何て言ったのか。ど

ういう状況だったのかをつぶさに詳細事項

を記録していきました。そうすると後々詳

細なコミュニケーションで、その子とどう

いうやり取りがあったのかということが見

えてきます。 

では、どういうパターンで、コミュニケ

ーションが取られていたのか、ということ

を記録として残して、後で振り返ることが

できるわけです。そういった記録がまとま

ってくると、コンサルタントも入って、一

緒にチームとして、そのケースを検討して

いくことができます。非常に興味深い点で

すが、我々が記録を取り始めて１週間ぐら

い経つと、子どもの行動自体が変わってく

るのです。でも、もちろんその子には我々

が１日の終わりにその子の行動を記録して

いることは知らせていないのです。チーム

全体として、その子の行動に注目して、い

ろんなことを一緒に考えていくことを繰り

返していく中で、突然１週間ぐらい経つと、

子どもが変わってくるわけなのです。あた

かもその子が、皆が注目してそういう記録

を取っていることがわかっているかのよう

に、本当に行動が変わるのです。これは、

通常よりもより注意を払ってもらえている

ことを感覚的に捉えたからだと思うのです。 

特にある子どものことを覚えています。

ふつうでしたら私と全然話をしない子でし

たが、この活動を始めてから、私にひっき

りなしに話しかけるようになったのです。

おそらく、その子は私のほうの受け入れ態

勢がより整っていたことを感じたのだと思

います。 

「厳しい役割」 

ですからコミュニケーションを子どもと

取っていくにあたって、我々にそのコミュ

ニケーションを受け入れる態勢があるのか

ということが非常に重要となってきます。

トラウマを負った子どもに関して難しいの

は、彼らがそのコミュニケーションを取り

たい内容というのが往々にして、我々にと

って痛みを伴う内容であるということなの

で。本当に大変な、目を背けたくなるよう

な内容のコミュニケーションであるので、

それが非常にコミュニケーションを取るう

えで困難な点になるのです。 



 

ですからトラウマを負った子どもたちと

私たちが効果的に

れるようになるためには、我々自身が自分

たちが経験してきたこと、体験してきたこ

とを共有できる場が必要になってくる
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成育歴を見て、わかったことは、その男の

子は実はお母さんが「早く朝ご飯を食べな

さい！」と言ったところ、ちょっとグズグ

ズしていたということで、怒って棒のよう

なもので、その子の頭を殴ってしまったの

です。病院に連れて行って頭の傷を縫わな

ければいけないぐらい、非常に大きなケガ

をしたという経歴を持っていました。 

ですから容易にご想像いただけるかと思

いますが、私は朝食を食べて欲しいと思っ

て、「食べてください」と言っただけで、こ

ういうトラウマを伴う記憶を呼び起こして

しまったのです。こういうトラウマを受け

た子どもたちはトラウマ自体が脳の中に蓄

積されている状況なので、何かひとつの言

葉でも、臭いでも引き金となって、そのイ

メージが喚起されてしまうのです。そこの

部分について、子ども自体は意識していな

い、無意識のうちにそういう状態になって

いるのかも知れません。ですから、そうい

うトラウマが喚起されたのだということを

子ども自身は理解できていないかも知れま

せん。子どもたちはその体験について何か

話ができる状態にいないのです。もしかし

たら意識的な記憶の中には残っていない体

験かもしれないのです。 

「乳幼児期のトラウマと脳の発達」 

特にそのトラウマ自体が２、３歳ぐらい

の非常に小さな幼児期に起こってしまった

場合です。重要な点としては、多くの場合、

子どもたちがトラウマを負う経験をしたの

は、かなり幼児期の段階に起こっていると

言えます。もちろんその後に、もう少し大

きくなってからもトラウマ体験というのは

あり得ますが、往々にして２、３歳まで乳

幼児の時期が多いかと思います。発達段階

の中で、乳幼児というのは一番、最初の２、

３年ぐらいが脳の発達が急成長を遂げる時

期ですので。そういった時期にトラウマを

受けると、これはネグレクトも含まれます

が、非常に深刻なネグレクトを乳幼児期に

体験してしまうと、これもやはりトラウマ

体験になってしまいます。脳の発達には、

このブルース・D・ペリーが述べているよう

に、順番があります。順次、脳が発達して

次の段階にいくまでにある程度決まった順

番があるということを言っています。です

から段階を経て、徐々に脳が発達していく

わけですが、赤ちゃんのときから、１ステ

ップずつ踏んで、順番を踏んで次のステッ

プに進んでいくという脳の発達が行われて

いきますので。次の段階を飛び越して、ま

たその上にいきなり飛んでしまうことはで

きないわけです。ということは、トラウマ

を受けた子どもたちは、脳の発達が妨げら

れているわけですから、その先の段階に進

めないまま、止まってしまっている状況で

大きくなってしまったということです。 

皆さま、ご経験されている方もいらっし

ゃると思いますけれども。ですから実年齢

１０歳の子でも、発達の段階から言うと本

当に、２～３歳のレベルに留まっていると

いう子もいます。ですから、その子どもた

ちとのコミュニケーションを考える際に、

情緒的に妨げられてしまったというか、ち

ょっと遅れてしまった子どもたちというの

は、実際の年齢が１０歳であれ、１４歳で

あれ、関係ないのです。機能的にはもっと

幼いレベルに留まっているということです。

ふつうの１０歳、１４歳の子に語り掛ける

ような調子でコミュニケーションを取ろう

としても、まったくうまくいかないという
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ことになってしまいます。ですから、ふつ

うだったら１０歳の子は、こういう反応を

返してくるなというような期待をもってコ

ミュニケーションを取ろうとしても、彼ら

の発達段階の上では実年齢とまったく違っ

た段階にいるわけですから、そういう形で

はコミュニケーションは、うまく機能しな

いのです。 

「まず安全の確保と共感を」 

ですからトラウマを負った子どもたちと

コミュニケーションを取るということが目

的なのであれば、ブルース・D・ペリー が

言っているように、まず忍耐が必要だと。

そして十分に時間を取らなくてはいけない

ということですね。何よりもまず安全を確

保してあげるということです。トラウマを

負った子どもたちは、自分たちは安全だと

思わなければ決してコミュニケーションを

取ろうとしません。ただ、子どもたちが安

全だと感じてもらえるまでに半年～１年ぐ

らいの時間を要することがあります。です

から自分は安全だと感じられるようになる

と、その子にかかっている負荷も軽減され

てきますので、そうすると少し考えるとい

うことができる余裕ができてくるのです。

そうするとコミュニケーションを取り易く

なってくるということで、以前の状態だと

少し緊張感があり、無理している状況です

ので、あまり集中することができないので

す。まず危険から身を守ることに神経を使

っていますので、とてもコミュニケーショ

ンを取る余裕はないわけです。まず安全だ

と感じてもらえるまでですが、非常に大変

な試し行動の時期などを経て、やっとそう

いう安全を感じられるようになるというこ

となのです。ですからある程度、線引きを

してあげると言いますか、子どもは非常に

恐怖感をもっているので、虐待されていた

かもしれないということを我々はわかって

いますので、ここは安全な場所なんだよと、

伝えることにより、我々としても共感を示

すことができます。その子に懲罰的な態度

を取るのではなく、共感してあげる、その

思いをわかってあげるということが、まず

安全を感じてもらうための第一歩だと思い

ます。 

「人間の否定でなく、行動に焦点を」 

その子を人として否定するとか批判する

のではなく、その行動にチャレンジすると

いうことが大事です。トラウマを負ってい

る子どもたちは、往々にして親とか周りの

人から「お前は悪い子だ」と言われて育っ

てきた子が多いのです。お前のことは嫌い

だとか、好きじゃないと言う言葉を浴びせ

られて育った子が多いのです。ですからそ

の子に対しては、「そういう行動は取って欲

しくない」、「そういう態度に出るのは好き

じゃない」、というふうな言い方でその行動

に焦点を当てて、語っていただきたいので

す。例えば、「それは人を傷つける行為だか

らよくない」と。「君は人を傷つけるから、

君のことが嫌いだ」とか、「好きじゃない」

と言うのではなく、行動のほうに焦点を当

てて、言っていただきたいと思います。 

また、共感を示す言葉としては、「怒って

いるのはわかるけれども、それでも人を傷

つけるのはよくないことだよ」ということ

で、共感を示しながら、言葉を選んでいた

だくと。これは言うは易しと言いますか、

シンプルなことのように聞こえますけれど

も、本当に現場でトラウマを抱えた子ども

たちとやり取りをしている中では、そうい



 

ったシンプルな言葉がけでも、大変複雑な

ものになります。

例えば、人を傷つけるのはよくないと言

われたけれども、「じゃ、どうして自分の親

は、自分のことを傷

うか」というように疑問を持ってしまう子

どももいます。親によっては、その子ども

のことを「愛しているよ」と言いながら、

一方で虐待をしている親もいますので。そ

ういう意味でその子は愛情と傷

いったものをごちゃ混ぜにして、同じよう

なものだというように一括りに考えている

こともあるからです。

例えば、里親の方が、自分の実の子ども

のように「愛しているよ」という言葉をか

けるかもしれません。子どもはそれを聞い

て将来的に自分は虐待されるのではないか、

と思ってしまうかもしれません。言

している

どもにとってどういうふう

のかという

まったく違う捉え方をされていることが

往々にしてあ

非常に誤解されやすいということです。

「トラウマを受けた子ども

ですから、トラウマを負っている子ども

たちとコミュニケーションを取るときのア

プローチとしては、出来る限り子どもたち

が我々

ということを注視しながら。まずこちらが

話すよりも相手の言うこと、子どもたちの

言う言葉に耳を傾けること

り余裕をもってオープンな形で受け入れる

態勢を

ーチがよろしいかと思います。

いうことは、同時に考えながら話をするわ

ったシンプルな言葉がけでも、大変複雑な

ものになります。

例えば、人を傷つけるのはよくないと言

われたけれども、「じゃ、どうして自分の親

は、自分のことを傷

うか」というように疑問を持ってしまう子

どももいます。親によっては、その子ども

のことを「愛しているよ」と言いながら、

一方で虐待をしている親もいますので。そ

ういう意味でその子は愛情と傷

いったものをごちゃ混ぜにして、同じよう

なものだというように一括りに考えている

こともあるからです。

例えば、里親の方が、自分の実の子ども

のように「愛しているよ」という言葉をか

けるかもしれません。子どもはそれを聞い

て将来的に自分は虐待されるのではないか、

と思ってしまうかもしれません。言

していることは、我々が発する

どもにとってどういうふう

のかというと、我々が想定しているものと

まったく違う捉え方をされていることが

往々にしてあると

非常に誤解されやすいということです。

「トラウマを受けた子ども

ですから、トラウマを負っている子ども

たちとコミュニケーションを取るときのア

プローチとしては、出来る限り子どもたち

が我々の言葉をどのように捉えているのか

ということを注視しながら。まずこちらが

話すよりも相手の言うこと、子どもたちの

言う言葉に耳を傾けること

り余裕をもってオープンな形で受け入れる

態勢をとって、聞いてあげるというアプロ

ーチがよろしいかと思います。

いうことは、同時に考えながら話をするわ

ったシンプルな言葉がけでも、大変複雑な

ものになります。 

例えば、人を傷つけるのはよくないと言

われたけれども、「じゃ、どうして自分の親

は、自分のことを傷つけ続けていたんだろ

うか」というように疑問を持ってしまう子

どももいます。親によっては、その子ども

のことを「愛しているよ」と言いながら、

一方で虐待をしている親もいますので。そ

ういう意味でその子は愛情と傷

いったものをごちゃ混ぜにして、同じよう

なものだというように一括りに考えている

こともあるからです。 

例えば、里親の方が、自分の実の子ども

のように「愛しているよ」という言葉をか

けるかもしれません。子どもはそれを聞い

て将来的に自分は虐待されるのではないか、

と思ってしまうかもしれません。言

、我々が発する

どもにとってどういうふうに聞こえている

、我々が想定しているものと

まったく違う捉え方をされていることが

るということです。

非常に誤解されやすいということです。

「トラウマを受けた子どもへの言葉かけ

ですから、トラウマを負っている子ども

たちとコミュニケーションを取るときのア

プローチとしては、出来る限り子どもたち

どのように捉えているのか

ということを注視しながら。まずこちらが

話すよりも相手の言うこと、子どもたちの

言う言葉に耳を傾けることが大事

り余裕をもってオープンな形で受け入れる

って、聞いてあげるというアプロ

ーチがよろしいかと思います。

いうことは、同時に考えながら話をするわ

ったシンプルな言葉がけでも、大変複雑な

例えば、人を傷つけるのはよくないと言

われたけれども、「じゃ、どうして自分の親

け続けていたんだろ

うか」というように疑問を持ってしまう子

どももいます。親によっては、その子ども

のことを「愛しているよ」と言いながら、

一方で虐待をしている親もいますので。そ

ういう意味でその子は愛情と傷み、虐待と

いったものをごちゃ混ぜにして、同じよう

なものだというように一括りに考えている

例えば、里親の方が、自分の実の子ども

のように「愛しているよ」という言葉をか

けるかもしれません。子どもはそれを聞い

て将来的に自分は虐待されるのではないか、

と思ってしまうかもしれません。言おうと

、我々が発する言葉が、子

に聞こえている

、我々が想定しているものと

まったく違う捉え方をされていることが

いうことです。 

非常に誤解されやすいということです。

への言葉かけ

ですから、トラウマを負っている子ども

たちとコミュニケーションを取るときのア

プローチとしては、出来る限り子どもたち

どのように捉えているのか

ということを注視しながら。まずこちらが

話すよりも相手の言うこと、子どもたちの

が大事です。よ

り余裕をもってオープンな形で受け入れる

って、聞いてあげるというアプロ

ーチがよろしいかと思います。話をすると

いうことは、同時に考えながら話をするわ
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ったシンプルな言葉がけでも、大変複雑な

例えば、人を傷つけるのはよくないと言

われたけれども、「じゃ、どうして自分の親

け続けていたんだろ

うか」というように疑問を持ってしまう子

どももいます。親によっては、その子ども

のことを「愛しているよ」と言いながら、

一方で虐待をしている親もいますので。そ

み、虐待と

いったものをごちゃ混ぜにして、同じよう

なものだというように一括りに考えている

例えば、里親の方が、自分の実の子ども

のように「愛しているよ」という言葉をか

けるかもしれません。子どもはそれを聞い

て将来的に自分は虐待されるのではないか、

おうと

、子

に聞こえている

、我々が想定しているものと

まったく違う捉え方をされていることが

非常に誤解されやすいということです。 

への言葉かけ」 

ですから、トラウマを負っている子ども

たちとコミュニケーションを取るときのア

プローチとしては、出来る限り子どもたち

どのように捉えているのか

ということを注視しながら。まずこちらが

話すよりも相手の言うこと、子どもたちの

です。よ

り余裕をもってオープンな形で受け入れる

って、聞いてあげるというアプロ

話をすると

いうことは、同時に考えながら話をするわ

けですから、その分、脳も使って、非常に

複雑な動きをしている

話すときは、そんなに複雑な話はしません

ので、単にあやしているようなところで

が、徐々に幼児ということで発達していく

わけ

十分に成熟していませんので、４～５歳に

なるまでは

ない状態です。ですから

プルな

せん。

うやって感情をコントロールするかという

ことですが

に共感しながら、何か心配そうだなという

ときには、「何か心配事があるの？」とかそ

ういう形で相手の気持ちに共感しながら、

対応すればいいかと思います。

ですから自分自身の感情をちゃんと表現

することができるように、子どもたちを助

けてあげ

もたちは

表現することが苦手

ち」

を付けてあげる

教えてあげることも大事です。

けですから、その分、脳も使って、非常に

複雑な動きをしている

話すときは、そんなに複雑な話はしません

ので、単にあやしているようなところで

、徐々に幼児ということで発達していく

わけです。まだ子どもたちが幼い時は脳が

十分に成熟していませんので、４～５歳に

なるまでは、なかなか

ない状態です。ですから

プルなレベルからスタートしないといけ

せん。例えばその子どもたちに対して、ど

うやって感情をコントロールするかという

ことですが、ある程度、子どもたちの感情

に共感しながら、何か心配そうだなという

ときには、「何か心配事があるの？」とかそ

ういう形で相手の気持ちに共感しながら、

対応すればいいかと思います。

「気持ちの表現への手助け」

ですから自分自身の感情をちゃんと表現

することができるように、子どもたちを助

けてあげます。トラウマを負っている子ど

もたちは、往々にして非常に言葉で感情を

表現することが苦手

」と「怒った気持ち

を付けてあげる

教えてあげることも大事です。

けですから、その分、脳も使って、非常に

複雑な動きをしているのです。赤ちゃんと

話すときは、そんなに複雑な話はしません

ので、単にあやしているようなところで

、徐々に幼児ということで発達していく

まだ子どもたちが幼い時は脳が

十分に成熟していませんので、４～５歳に

、なかなかそううまく話ができ

ない状態です。ですから、

レベルからスタートしないといけ

例えばその子どもたちに対して、ど

うやって感情をコントロールするかという

ある程度、子どもたちの感情

に共感しながら、何か心配そうだなという

ときには、「何か心配事があるの？」とかそ

ういう形で相手の気持ちに共感しながら、

対応すればいいかと思います。

「気持ちの表現への手助け」

ですから自分自身の感情をちゃんと表現

することができるように、子どもたちを助

。トラウマを負っている子ど

往々にして非常に言葉で感情を

表現することが苦手ですので

怒った気持ち」と

を付けてあげるなど、感情を表現する術を

教えてあげることも大事です。

けですから、その分、脳も使って、非常に

です。赤ちゃんと

話すときは、そんなに複雑な話はしません

ので、単にあやしているようなところで

、徐々に幼児ということで発達していく

まだ子どもたちが幼い時は脳が

十分に成熟していませんので、４～５歳に

そううまく話ができ

、ある程度は

レベルからスタートしないといけ

例えばその子どもたちに対して、ど

うやって感情をコントロールするかという

ある程度、子どもたちの感情

に共感しながら、何か心配そうだなという

ときには、「何か心配事があるの？」とかそ

ういう形で相手の気持ちに共感しながら、

対応すればいいかと思います。 

「気持ちの表現への手助け」 

ですから自分自身の感情をちゃんと表現

することができるように、子どもたちを助

。トラウマを負っている子ど

往々にして非常に言葉で感情を

ですので、「幸せな気持

というように名前

感情を表現する術を

教えてあげることも大事です。 

けですから、その分、脳も使って、非常に

です。赤ちゃんと

話すときは、そんなに複雑な話はしません

ので、単にあやしているようなところです

、徐々に幼児ということで発達していく

まだ子どもたちが幼い時は脳が

十分に成熟していませんので、４～５歳に

そううまく話ができ

はシン

レベルからスタートしないといけま

例えばその子どもたちに対して、ど

うやって感情をコントロールするかという

ある程度、子どもたちの感情

に共感しながら、何か心配そうだなという

ときには、「何か心配事があるの？」とかそ

ういう形で相手の気持ちに共感しながら、

ですから自分自身の感情をちゃんと表現

することができるように、子どもたちを助

。トラウマを負っている子ど

往々にして非常に言葉で感情を

幸せな気持

に名前

感情を表現する術を
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英国のリチャード・ローズという方はトラ

ウマを受けた子どもたちに対するライフ・

ストーリー・ワークを研究しています。 

このライフ・ストーリー・ワークの最初

の段階で、例えばゲームを使って、どうい

うふうに感情表現をしていくのかというこ

とを学んでいくということもやっています。 

例えば笑顔はどういう気持ちなのかな、

ということで、悲しい気持ちだったり、怒

った気持ちだったり、それぞれに名前を付

けて、感情表現をさせるということをやっ

ています。ライフ・ストーリー・ワークで

なくても、何かカードなどを使って、その

感情にいろいろと表現しやすいような名前

を付けてあげると、コミュニケーションを

取る能力といったものがだんだん育ってき

ますので。非常にシンプルな形でもコミュ

ニケーションが取れるような形になってき

ます。 

「子どもたちは大事な会話が出来ない」 

私が最初にトラウマを受けた子どもとの

仕事を始めた頃、ひとつ気づいたことは、

そういう子どもたちというのは何も重要な

ことを語ってくれないということを感じま

した。例えば、自らの生い立ちのことだと

か、自分に何が起こったのかというような

重要なことについては、子どもたちは語ろ

うとしないのです。そういうわけで、私は、

自分が未熟なのでそういう話を引き出すこ

とができないのではないかと感じてしまい

ました。重要なことについてと申し上げま

したけれども、日常生活の中でもトラウマ

を受けた子どもたちとの会話のなかで、そ

ういう大事なことについて話し合うことが

できるかどうかというのは、非常に大事な

ことだと思います。 

こういう虐げられてきた子どもたちは、

家族と過ごしていた時期に、あまり会話が

無かった子どもが多いわけなのです。いろ

いろと研究者のほうからも結果が出ていま

すが、発達のなかで、普通の親子の会話が

非常に重要な役割を果たすということがわ

かってきております。その家庭のなかでシ

ンプルなことでも、遊んでいる時でも、ち

ょっとお昼寝をした時でも、食事を与える

時でも、ちょっとしたことに会話がうまれ

て「何か悲しそうだけど、どうしたの？」

とか、「これはいいね」とか、本当に小さな

ことでも、些細なことでも、いろんな会話

をすることが子どもの発達において重要だ

ということがわかってきております。傷つ

いた子どもたちというのは、そういう会話

が非常に少ない環境のなかで育ってきてい

ることが多いかと思います。 

「予期可能な日常生活の提供」 

子どもたちがちゃんと vocabulary をつ

けてもらえるようにと、そのサポートをす

ると、日常生活の中でどんどん語彙が増え

てきて、将来何が起こるのかということを

予測しやすくなってきます。ですからトラ

ウマを受けた子どもたちにとっては、何が

必要かと言うと、信頼できる一貫した、安

定した環境のなかで過ごすことができると

いうことが必要になっています。ですから

将来的に何が起こるのかということを予め

予期して想定のなかで動けるような周囲の

環境が必要だということです。ルーチンと

いうことで、日常の定期的な事象が起こっ

て、より安全だと感じることができれば、

ストレスも下がってくるということになり

ますので、そうすると、愛着形成ですとか、

周りとの関係性を構築するということもで
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きやすくなってきますし、また、考える余

裕が出てきます。そして、より重要なこと

について、コミュニケーションを取ること

もできるようになってきます。 

それでは、こちらからお話を続けてきま

したけれども、何かここまでのところでご

質問のある方いらっしゃいますでしょう

か？ 

 

男性１：貴重なお話、ありがとうございま

す。さっきお話があった、一貫した環境が

必要というお話でしたけれども、よく児童

養護施設等では、職員の入れ替わりとか、

居室が変わるとか、年度替わりに環境が変

わるということがよくありますが、そのこ

とについてどう思われるかお聞きしたいの

ですが。 

トムリンソン：非常に重要なポイントだと

思います。まず、コミュニケーションのお

話をするときに、全体の中での、文脈の中

でどういう意味合いを持っているのかとい

うことに注意を払っていただきたいと思い

ます。そうでなければ、言葉そのものとか

のテクニックは、役に立たないからです。

どういう流れの中でコミュニケーションが

取られているのかというコンテクストが重

要になってきますので、まず、そこには事

実関係も含まれますけれども、コミュニケ

ーションというと、非言語のコミュニケー

ションも含まれます。そこには、聞く、耳

を傾けるということもコミュニケーション

の一環であります。そこで養育に携わって

いるケアラーの方が、今私がコンテクスト

と言っていますが、その全体の流れの中の、

非常に重要な役割を果たしている方が、そ

こが常に変わっている、入れ替わりが激し

いのであれば、当然コミュニケーションを

取る上で妨げになってしまうかと思います。 

 安定した環境の中であれば、ある程度の

変化というのは、プラスの面もあるかと思

いますが。ですから、たとえば、スタッフ

の方の入れ替わりがあまり過度なものでな

ければ大丈夫ですが、その入れ替わりによ

っては、子どもにとって今まで世話をして

いただいた方、自分の人生にとって重要な

方を失ってしまうという問題にもなり得ま

すので、そういう問題について話し合うこ

とが大事かと思います。ただ、そういう変

化があまりにも頻繁に起こり過ぎてしまう

と、あまりいい影響は出ないと思います。

当然我々がコントロールできない、どうし

ようもない事情が多いかと思いますが、で

きる限り予測可能な環境を作ってあげるこ

とが重要と思います。できる限り、サプラ

イズを減らしてあげるということですね。 

子どもにとっては、たとえば、何を食べる

のかということも重要なのです。本当に、

今日は、ご飯は何なのかということを知り

たがっている子どもたちもたくさんいます

ので、私が勤務していた施設では、一週間

のメニューを壁に貼り出して、水曜日のご

飯は何が出てくるのか、木曜日はどういう

メニューなのかということをあらかじめ知

らせていました。また、スタッフの勤務シ

フトに関しても、今日はどのスタッフが来

るのかということが子どもにわかるように

していました。ビジターが来るのであれば、

それもわかりやすく、明確に知らせるよう

にしました。子どもたちには、将来が予測

可能なものであり、想定できる範囲で毎日

が流れていくという環境が重要なのです。

できる限り、そういう情報を子どもに伝え
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るようにしていました。もし、職員がその

場を去る、異動するということであれば、

２、３カ月ぐらい前に、子どもたちにも知

らせるということで、その感情と向き合う

時間を与えるようにするのがよりいいかと

思います。というのは、ある職員の方が別

のところに行かれるということで、その子

たちが持っている過去の喪失体験とか、過

去においてそういう変化を経験したときの

記憶が戻って来る可能性がありますので。 

非常にいいご質問いただきましたが、ほ

かに何かご質問のある方いらっしゃいます

か？ 

 

男性２：ケアワーカーなど、大人側からは、

子どもたちの環境をコントロールしてわか

りやすいものを作れるかと思いますが、子

どもを育てていく中で、子ども同士の関係

は、なかなか予測がつかないことがよく起

こると思います。そういうところにケアワ

ーカーがどういう形で介入して、わかりや

すい生活の枠を作っていったらいいのか、

何かあれば、教えてください。 

トムリンソン：ちょっとご質問の趣旨の確

認ですが、子ども同士の関係というのが、

ときには難しいものになったりとか、非常

に混沌としたものになったり、予測不可能

なものになってしまう時に、ケアワーカー

がどういう形で入っていけばいいのかとい

うご質問でよろしいですか？（答え：ＯＫ） 

まず、子どもたちができるだけ仲良くで

きるように、子どもたち同士の関係を改善

できるように、ケアワーカーとしては何と

かサポートをしていこうというわけですが、

まず最初に見ていただかなくてはいけない

のは、ケアワーカー同士の関係です。 

子ども同士の関係が映し出しているのは、

往々にして、ケアワーカーの方々同士の関

係を反映していることが多いのです。です

から、ケアワーカー同士がいろんな情報交

換などコミュニケーションをとる機会や意

見が異なる場合には、それぞれの意見を述

べる機会が必要になってきます。非常にオ

ープンで、率直にいろいろと意見交換がで

きるような場が定期的にあればよいと思い

ますし、どなたか第三者が入って、ミーテ

ィングに参加して、サポートするような場

があれば望ましいと思います。 

先ほど申し上げましたように、子どもた

ちは、非常に敏感ですので、ケアワーカー

同士の関係の中で緊張感が走ると、すぐに

それを察知されてしまいます。そこは重要

な出発点で、すべてのケアラーの方たちは、

子どもたちのお手本になっていると思いま

すので。ですから、ケアワーカー同士がど

ういうふうに折り合いをつけているのかと

いうことが、子どもたちにとっても、互い

にどういうふうに関わっていくべきなのか

ということを示す一番の模範になるかと思

います。お互いに敬意の念を持って分別の

ある態度で、直接的に模範行動を示す立場

になるのではないかと思います。 

「子どものミーテイングの試み」 

私が、トラウマを負っている子どもたち

の施設で仕事をしていたときに非常に重要

だと考えて、子どもたちも参加するような

ミーティングというか、一緒にいる場を作

りました。ときには、日に２，３回ぐらい、

ただ一緒にいて話をするだけですが、週に

2，3回というときもありましたが、ケアラ

ーと子どもたちが共に過ごして話をすると

いう機会を持ちました。これは、カルチャ
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ー的に通常行われないことであれば、現実

的にはそれを実施していくのは大変なこと

かもしれません。 

こういう形で定期的に、トラウマを受け

た子どもたちと話をする場を設けたわけで、

たとえば、毎日３０分とか４５分という時

間を設けることにして、そういう時間をと

るよということを伝えると、子どもたちが

非常に不安を持ったことがあります。彼ら

の経験上、大人と子どもたちが話をするこ

とは、悪いことにつながるという体験を持

っていますので、何を話せばいいのかとい

うことを心配し始めます。 

よく覚えていることでは、１０人ぐらい

の子どもと、２、３人のケアラーでミーテ

ィングをしたときに、私が司会をしていた

のですが、子どもたちは本当に心配でしょ

うがないという感じで、落ち着かない様子

で、ザワついてきました。１０人の子ども

たちが一斉に椅子をバンバンたたき、叫び

始めるという状況になってきました。子ど

もたちが、叫んだり、暴れ始めたので、「君

たち暴れたいんだったら、そこで暴れてい

てもいいけれども、自分たちはトーキン

グ・セッションを始めるので、そのまま暴

れ続けるんであれば、どんどん時間がなく

なるよ」と言いました。一人の子が窓を開

けて、窓から飛び出してしまったんですね。

１階の部屋でしたが、２、３分後には、残

りの４人の子がまた窓から外に出てしまい

ました。すぐに、庭中、あるいは施設の中

を走り始めたのですが、私は部屋の中で座

って待っていましたが、戻って来た子が、

靴を私に投げつけてきました。あと２、３

人の子は泣き始めました。そういう状況に

皆さんが遭遇しないことを願っております

が、トラウマを受けた子どもたちと接して

いく仕事というのは、そういう事態も起こ

り得るということです。これだけ大騒ぎに

なる、大きな問題になる状況も想定される

ということで、本当に混沌としたような状

態から、ある程度まともな状態に持って行

くまでに、こういうパターンが変わってく

るまでに６カ月から１年かかる場合があり

ます。大人としては、このホームの中でコ

ミュニケーションをとって、お互いに話を

してゆきたいと思っていても、子どもたち

はありとあらゆる嫌がらせをして、脅迫し

て、それに抵抗してくるのです。 

大人たちが確固たる決意を持って、我々

のこのホームの中で、みんながコミュニケ

ーションをとれ、安全な環境の中で話がで

きる、そういう場を作るという強い決意を

持っていなければやれないことなのです。 

重要な点としては、相当数の子どもが虐

待を受けていたり、また、性的虐待を受け

ていたりするので、その虐待の結果どうい

うことになるかというと、非常に秘密主義

的な性質になってしまったり、拒絶につな

がっていくのです。虐待が起こっている環

境というのは、虐待そのものを否定する、

そして、秘密裡にそれが行われるという環

境なのです。ですから、虐待が起こる全く

反対のところに、オープンなコミュニケー

ションが可能な環境があるわけです。 

トラウマを受けた子どもたちというのは、

往々にして、自らが育ってきた虐待的な環

境を再現しようとします。私たちも児童心

理療法のセラピストの先生と話をしまして、

おそらく１０人の男の子を一堂に会してミ

ーティングをするのは難しいであろうとい

うことを言われました。我々は、その１０
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人を３、３、４で小グループ化して分けて

いきました。３人の子どものグループにひ

とりのケアラーが付いて、週に 3回ぐらい、

３０分間話をするセッションにしました。

話題は何でもいいので、とにかく３０分間

みんなで話をするということで、難しい話

をする必要はないということで、とにかく

話をして、相手の言うことに耳を傾け聞く

ということに慣れてもらうということを重

視したセッションを実現させました。これ

は定期的に、ホームの中で実施し、飲み物

とかビスケットとか軽食を用意しました。

できるだけ子どもたちにリラックスしても

らえるように、ストレスを軽減して、お互

いにプレッシャーを感じずに話ができるよ

うにしていきました。一つのグループでは、

小さなグループに分けても話し合うのが非

常に難しいという子がいました。その子は、

「僕じゃなくて、テディ（熊の縫いぐるみ）

に話をさせてもいいか」と聞いてきました。

これは、イギリスでは通常行われることで

すが、今言った男の子たちというのは、情

緒的にはまだ幼い子どもたちでしたので、

それぞれが縫いぐるみを抱えて話に加わる

ような形にしました。そのテディベアを通

じてお互いに話をしていったわけです。実

際このトラウマを受けた子どもたちとのや

り取りというのは、間接的に行われること

もあります。たとえば、遊びを通じてとか、

音楽だったり、お絵描きだったり、そして

テディベアのような縫いぐるみを通して、

コミュニケーションがとれるということを

改めて痛感しています。 

先週調布学園にお邪魔したときに、子ど

もたちのパフォーマンスということで、そ

のときもやはりコミュニケーションという

のが、演劇や音楽、お絵描きなど、いろん

な形態の取り組みがされていました。調布

学園の子どもたちは、和太鼓を演奏してく

れましたが、大きな音を出して、リズムに

乗っての演奏で、子どもたちも楽しんで演

奏していました。職員の指導で、かなり長

い時間をかけて子どもたちが練習を積んで

演奏してくれたということですが、音楽を

通じての自己表現というのが子どもにとっ

て非常にいい表現方法であることが示され

ていました。 

どのように介入していくのか、関わって

いくのかに関して言えば、お互いに話がで

きるという期待が持てる状況を作り上げる

ことです。もちろん、そこにはある程度の

敷居があって、その枠組みの中での話し合

いということになります。もちろん、子ど

もたちの行動というのはある程度管理され

なくてはいけないですが。 

子どもたちが非常に難しい行動を取って

くるようになったり、混沌とした状況にな

ることもありますので、先ほどお話しした

ように非常にシンプルなレベルで話し合い

を始めるということで、あまり早いスピー

ドでの進展は望めないですが、６カ月から

1 年ぐらいをかけて、その施設の中でも話

ができる文化を作り上げるということで、

お互いに忍耐強く対応していく必要がある

と思います。 

それでは、５分程度休憩を取って再開し

たいと思います。 

 

（休憩時間） 

 

トムリンソン：それでは、再開したいと

思います。残り１時間ほどとなりました。 
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資料をお配りしていますが、必ずしもそ

の資料に沿ってはいませんが、この趣旨の

内容でお話をさせていただいております。 

ちょっと休憩時間に出た質問について、

皆さんと共有させていただきます。 

「休憩時間に出た質問から」 

先ほど、休憩の前に、子どもたちが部屋

の中で騒ぎ始めて暴れたという話をしまし

たが、その子たちの年齢は、８歳～１４歳

の男の子でした。 

もう一点のご質問は、もっと年長の子ど

もたちの場合どういうふうに対応したらい

いのかという質問を受けました。私の答と

しては、その子の実年齢ではなくて、発達

段階のどのステージにその子がいるのかと

いうことのほうがより重要だと申し上げま

した。非常に重要なのは、すべての子ども

たちがどういう発達段階にいるのかという

ことをきちんと評価するということです。

情緒的にどういうステージの発達段階にい

るのかということをまず理解しなくてはい

けません。先ほども申し上げましたけれど

も、人間というのは、その段階を飛び越し

ていくことはできないといことです。ある

発達の段階で、その途上で止まってしまう

と、そこにずっと居続けなくてはいけない、

先に進むことができないことになります。

私自身も実子がおりますけれども、ときに、

私が施設で対応していた非常に難しい１０

歳～１２歳の子どもよりも、２歳の実子の

ほうが一部発達しているというか、もっと

前に進んでいるなと感じたことがありまし

た。 

より年長のお子さんで、より複雑な話も

できる、成熟した子どもであれば、それに

合わせた、その子の目線でのコミュニケー

ションのレベルに設定してあげればいいと

思います。 

休憩時間にいただいたもう一つの質問は、

ケアラーが非常にストレスを感じて、疲れ

果ててきたというときには、どうやって対

応すればいいのかという質問です。先ほど

私、自分自身のこともお話ししましたが、

自分が疲れて職場に行ったときに、すぐに

子どもが気付いて、食べ物を投げつけてき

たという話をしましたが、非常にこれは重

要な問いかけです、トラウマを受けた子ど

もたちと一日中一緒に過ごしていると、当

然ケアする側も疲れ果てて燃え尽きてきま

す。非常に要求されるものが多いので、当

然ストレスを抱えてしまいますし、本当に

疲れ果て、消耗してしまうと言っていいと

思います。普通に親をしている場合にも共

通点も多いかと思いますが、自分の子ども

の世話をする場合も、いろんな要求に応え

ていかなくてはいけない、疲れる仕事で、

ストレスも多いかと思いますが、実子では

必ずしもいつも子どもに耳を傾け、聞く姿

勢でいる必要はないのです。 

「混乱した施設の事例」 

一度、別の施設から、悲鳴が上がり、

非常に大きな問題を抱えていて、スタッフ

もその状況に圧倒されて、手に負えない状

況にある、ケアラーの方々が大変な思いを

されているということで、私にその施設を

見に来て欲しい、サポートして欲しいと要

請を受けたことがありました。一つ気付い

たのは、施設の管理者の方、マネージャー

の方が、いつも落ち着きなく、慌てふため

いている方だったのです。ご自身の身なり

もあまり整っていない。髪も整っていない

ですし、シャツも半分はみ出しているよう
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な感じで、靴のひももほどけているような、

本当にワサワサしたような感じの方だった

のです。実際に職員の方々とお話をさせて

いただいた中でどういう印象を受けたかと

いうと、明らかに普通期待できるような

supervision がなかったり、ミーティング

もキャンセルされてしまったりとか、とい

うような状況が明らかになってきました。

スタッフの方からも非常に不満の声が上が

ってきました。非常に疲れ切っている、消

耗して大変な思いをしているという不満の

声が続出していました。そういった気持ち

について、マネージャーの方にどういうふ

うに伝えていたのかと質問したところ、そ

のマネージャーの方は、ご自分が十分に問

題を抱えているので、私たちの気持ちに耳

を傾ける余裕はないという答えが返ってき

ました。何度か、毎週行われている定期的

なチームミーティングに参加しました。こ

れは、朝の７時半スタートですが、非常に

興味深い、ある意味非常に混沌としたミー

ティングに参加することになったのですが、

会議の開始時間を誰もはっきりわかってい

なかったのです。姿を見せない方も何人か

おりました。まだ来ていない職員の方を捜

しに行った方もいまして、自転車に乗って

来た方もいました。私はそういう状況の中

で、１０分から１５分ぐらい待たされてい

ました。チームのミーティングに来た方の

中には、お茶を飲もうということで、ティ

ータイムが始まった状況です。ですから、

本来であれば、チームの方がコミュニケー

ションを取る唯一の場であるはずのところ

が、非常に混沌とした雑然とした状況とな

り、コミュニケーションをあの環境の中で

取るのは不可能であろうという状況でした。

まず最初に我々が取り組んだことは、大人

の間の決まりをきちんとする、そこの敷居

をしっかりと付けたということです。まず、

子どもたちにあれこれ言う前に大人の間で

けじめをきちんとつけることができなけれ

ばいけないということを明らかにしました。

トラウマを受けた子どもたちが必要として

いるのは、信頼できる、予測可能な環境で

あるので、当然そこで世話をする職員の

方々にも、そういった環境を提供できる支

援体制が整っていなくてはいけないわけで

す。まず最初に、チームミーティングが 7

時半にきっかり始まるということをアナウ

ンスしました。もしお茶が飲みたければ 5

分前に来て、ミーティングの妨げにならな

いようにして下さいということを周知させ

ました。次のミーティングは 7 時半開始と

いうことだったわけですが、飲み物とかお

茶の準備をするために間に合うようには来

られなかったのです。ただ、7 時半スター

トということに皆さん合意しましたねとい

うことで、7 時半に始めました。ミーティ

ングが始まると、ちょっとお茶が飲みたい

という人もいましたが、ほかの方で、お茶

を飲みたかったらもっと早く来ればよかっ

たのにという人もいました。それで、飲み

物を取りに行った人もいましたが、残り半

分くらいの方はそのまま着席してミーティ

ングを続けました。大人同士の間でも落ち

着くまでしばらく時間がかかったわけです

が、いずれ状況としては整理されていきま

した。 

今の話というのは、先ほど申し上げたよ

うに、職員の方同士の働き方が、非常に子

どもたちに大きな影響を与えるといういい

例ではないかと思います。 
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休憩時間にどなたかおしゃっていたのは、

施設で複数の養育者が関わる中で、お互い

に大勢とコミュニケーションを取らなくて

はいけない環境よりも、里親家庭でしたら、

里親だけとコミュニケーションを取ってい

ればいいので、そういう意味で、やりやす

いのではないかというお話がありました。 

養護施設において、チームを組んだ職員

同士が本当にコミュニケーションを一貫し

て取れているのかということ。大人の職員

の方がそれぞれの子どもに関して、本当に

情報が行き渡って周知徹底されているかど

うかということが課題ということでした。 

「職員へのサポート」 

先ほど例に挙げた施設では、明らかに職

員の方も子どもたちも、「自分たちの声には

誰も耳を傾けてはくれない」という状況に

ありました。マネージャーの方があまりに

も忙しく、自分は忙しいのだという、そう

いうメッセージを周りに与えていたわけで

すが、もう問題を抱え過ぎていて、耳を傾

ける暇なんかないという管理者の方の状況

でした。私は、子どもたちの置かれた環境

を改善するための第一歩として、最初にこ

のマネージャーの方をサポートしなくては

いけないということが挙げられてきました。

子どもたちとのコミュニケーション、子ど

もたちのケアを改善していきたいと思うの

であれば、その前に、まず、手始めにケア

ラー、職員の方、若しくはその上司のマネ

ージャーの方、この大人たちのお互いの意

思疎通とか関わり方を改善することで初め

て子どもたちのケアが改善していくという

ことです。 

ブルース・ペリー、先ほど引用した方の

言葉ですが、「子どもたちのケアを改善した

いのであれば、まず子どもたちのケアをし

ているケアラー、職員の方をケアしてあげ

なくてはいけない。」と言っています。 

今申し上げたように、ケアラーの方が子

どもたちとのコミュニケーションに大きく

関わっているということで、そこでいろい

ろな難しい問題もありますので、それにつ

いて少し考えてみたいと思います。 

「転移と逆転移」 

皆様の中には、転移とか逆転移という言

葉をご存知の方もいらっしゃるかと思いま

すが、子どもの過去が、我々に影響すると

いうことで、かなりインパクトが大きい場

合があります。ですから、子どもたちから、

あたかも皆さんがその子を虐待してきたか

のように扱われることもあるのです。 

これは、トラウマを受けてきた子どもた
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いうふうに言うつもりはなかった

かったなと後悔するかもしれません。これ

は、少年の気持ちが相手に投影されたので

す。ここでは、その子は、あまり居心地の

いい状態ではな

うな感情だったのです。

対しても、目の前にいる人にも同じような

感情を抱かせようとし

その子どもが抱いた感情であり、それが、

私たちのほうに移って来て、それを

する、行動となって表れてしまうというこ

とになります。これは、自分たちの感情、

気持ちについて考える力を失ってしまった

時に起こることです

子どもたちとコミュニケーションを取ると

きには、必ず自分たちの気持ちを振り返る、

そして、自分たちの行動とか、自らが発す

る言葉について、振り返ったり考えたりす

る能力を必ず維持していかなくてはいけま

せん。 

この例では、子どもに対して、

と言ってしまった

って来る反応は、

か？」「機嫌が悪いね？

れません。ある意味、今の一連のやり取り

の中で子どもが満足感を得るかもしれない

です。そもそも自分が抱いていた居心地

の悪い感情を相手に投げることによって、

そこで取り込んでもらえたということです

から。 

何かご質問ある方いらっしゃいますか？

 

黙れ！」と怒鳴って

この男の子が想定した通りのシナリオ

です。ケアラーは

まうと、おそらく後で後悔し、本当はそう

いうふうに言うつもりはなかった

かったなと後悔するかもしれません。これ

少年の気持ちが相手に投影されたので

ここでは、その子は、あまり居心地の

いい状態ではない、違和感を感じているよ

だったのです。この子が、相手に

対しても、目の前にいる人にも同じような

感情を抱かせようとしたのです。

その子どもが抱いた感情であり、それが、

私たちのほうに移って来て、それを

する、行動となって表れてしまうというこ

とになります。これは、自分たちの感情、

気持ちについて考える力を失ってしまった

起こることですが、トラウマを抱えた

子どもたちとコミュニケーションを取ると

きには、必ず自分たちの気持ちを振り返る、

分たちの行動とか、自らが発す

る言葉について、振り返ったり考えたりす

必ず維持していかなくてはいけま

、子どもに対して、

と言ってしまったのですが

って来る反応は、「どうしちゃったんです

機嫌が悪いね？」と言われるかもし

れません。ある意味、今の一連のやり取り

の中で子どもが満足感を得るかもしれない

です。そもそも自分が抱いていた居心地

の悪い感情を相手に投げることによって、

そこで取り込んでもらえたということです

何かご質問ある方いらっしゃいますか？

怒鳴っているの

この男の子が想定した通りのシナリオ

ケアラーはそう言ってし

まうと、おそらく後で後悔し、本当はそう

いうふうに言うつもりはなかったのに

かったなと後悔するかもしれません。これ

少年の気持ちが相手に投影されたので

ここでは、その子は、あまり居心地の

違和感を感じているよ

この子が、相手に

対しても、目の前にいる人にも同じような

たのです。出発点は、

その子どもが抱いた感情であり、それが、

私たちのほうに移って来て、それを act out

する、行動となって表れてしまうというこ

とになります。これは、自分たちの感情、

気持ちについて考える力を失ってしまった

、トラウマを抱えた

子どもたちとコミュニケーションを取ると

きには、必ず自分たちの気持ちを振り返る、

分たちの行動とか、自らが発す

る言葉について、振り返ったり考えたりす

必ず維持していかなくてはいけま

、子どもに対して、「黙れ！

が、子どもから返

どうしちゃったんです

と言われるかもし

れません。ある意味、今の一連のやり取り

の中で子どもが満足感を得るかもしれない

です。そもそも自分が抱いていた居心地

の悪い感情を相手に投げることによって、

そこで取り込んでもらえたということです

何かご質問ある方いらっしゃいますか？

のです

この男の子が想定した通りのシナリオ

そう言ってし

まうと、おそらく後で後悔し、本当はそう

のに、悪

かったなと後悔するかもしれません。これ

少年の気持ちが相手に投影されたので

ここでは、その子は、あまり居心地の

違和感を感じているよ

この子が、相手に

対しても、目の前にいる人にも同じような

出発点は、

その子どもが抱いた感情であり、それが、

act out

する、行動となって表れてしまうというこ

とになります。これは、自分たちの感情、

気持ちについて考える力を失ってしまった

、トラウマを抱えた

子どもたちとコミュニケーションを取ると

きには、必ず自分たちの気持ちを振り返る、

分たちの行動とか、自らが発す

る言葉について、振り返ったり考えたりす

必ず維持していかなくてはいけま

黙れ！」

、子どもから返

どうしちゃったんです

と言われるかもし

れません。ある意味、今の一連のやり取り

の中で子どもが満足感を得るかもしれない

です。そもそも自分が抱いていた居心地

の悪い感情を相手に投げることによって、

そこで取り込んでもらえたということです

何かご質問ある方いらっしゃいますか？ 
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女性３：先ほど、職員のチームを作る上で、

すごく有益なお話を聞かせてもらいました

が、そのスタッフの期待値とか、チームを

作っていく上で、子どものケアをするため

のスタッフですので、そこを踏まえた上で

のやり取りをされたのかなと想像するので

すが、先生のおっしゃっていた期待値のと

ころを、もうちょっと具体的に教えていた

だけたらと思います。 

「養護施設の職員のあり方」 

トムリンソン：養護施設の職員の有り方に

ついては、その施設のトップのリーダーシ

ップが非常に重要になってきます。１９７

０年代、８０年代、英国において、施設内

で虐待を受けた子どもたちの事例が取り上

げられるようになり、政府が大掛かりな調

査に乗り出し、英国内の養護施設の調査を

始めました。そこで、施設の中で、子ども

たちに効果的な対応をしていた施設とそう

でない施設の差が明らかになってきました。

重要な違いをもたらす要因として、最近の

研究の中でもいくつかわかってきているこ

とがあります。まず、挙げられたのがリー

ダーシップです。このリーダーシップとい

いますのは、施設を運営するに当たって、

きちんと効果的に、管理能力と言いますか、

指導能力が働いているかどうかということ

で、最初にまず、施設の職員の方に対して、

適切な支援を与えているかどうか、そして、

ちゃんと方向性を示して、道筋を示した上

で指導をしているかどうかということが挙

げられています。リーダーシップは、とき

に、周りに対して確固たる態度を示すとい

うことも一環としてあるかと思います。で

すから、明確に何を期待しているのかを示

すのがリーダーシップの資質の一つである

かと思います。これは、必ずしもマネージ

ャーだけの仕事というわけではないと思い

ます。たとえば、２人のケアラーの方が一

緒に仕事をされて、より経験を積んだシニ

アの職員の方のほうがリーダーシップをと

って、こういう期待値を持っているという

ことを明らかにしていく、あるべき姿を示

していくということをやっていくべきと思

います。また、職員の方も、子どもに対し

て何を期待しているのかということを明確

にしていくことも必要です。 

「施設の中に築かれた文化」 

もうひとつ、施設において、非常に肯定

的な結果につながったことのひとつとして、

確固たる文化を作り上げていくということ

です。どういう意味で、確固たる文化と言

うかですが、やはり、その施設の中では、

どういう行動を取れば、どういう結果に結

びつくのか、そして、その理由はどういう

ところにあるのかを明確に理解して、それ

を浸透させることが、きちんとしたカルチ

ャーを作り上げる土台になるかと思います。

それに基づいて、子どもたちが、きちんと

した分別のある行動を取り、そのために、

職員の間の、チーム間の基盤となる文化が

必要になってきます。そういうプラスの文

化的な基盤がある施設を訪問すると、たと

えば、３、４名の方といろいろな話をして

次に、個別に職員の方とお話をした場合に、

よい形で運営されている施設であれば、ど

なたとお話をしても同じような、一貫性の

あるメッセージが返って来ると思います。

一方で、そこまでカルチャーが浸透してい

ない施設であれば、聞く人、聞く人で違う

答えが返って来るので、その場に身を置く

ことが混乱を招いてしまうような場になっ
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てしまうかと思います。大人の私でも混乱

してしまうような環境であれば、それが、

トラウマを受けた子どもたちにとってどう

いう環境であるかということは、容易にお

察しいただけるかと思います。既に混乱し

たところから出発している子どもたちです

ので。 

「終わりにあたって」 

時間も迫って参りましたが、最後に申し

上げたいことは、私にとって、皆様とお話

しさせていただく機会というのは大変実り

のある、興味深い時間になっておりますが、

私の話も、皆様にとってご参考になればと

願っています。 

こういう形でお話させていただく時には、

当初想定していたことと違う方向に話が発

展していくことがあります。ときに、皆様

からいただくご質問の内容で話が方向転換

することもありますし、また、進めていく

中で、いろんなアイディアや考えが浮かん

できて、そちらの方向で進行するというこ

ともあります。 

お話の最後で、やはり出てくるのは、ト

ラウマを抱えている子どもたちとコミュニ

ケーションを取るということと、世話をす

る職員同士、ケアラー同士でコミュニケー

ションを取るということとはつながってお

ります。我々同士、大人同士がコミュニケ

ーションを取る、それが子どもたちとのコ

ミュニケーションにも反映されますし、ま

た、子どもたち同士でのコミュニケーショ

ンにも反映されてゆきます。まず、原則と

して、肯定的なコミュニケーションを確立

する基盤を整えていくということが、非常

に有益かと思います。注意深く傾聴すると

いうことです。また、注意深く観察すると

いうことも挙げられます。あくまでも、オ

ープンな姿勢でーー、あまり判断を下した

り、批判的な態度を示すとうまくいかない

ことが多いと思います。特に、トラウマを

受けた子どもたちというのは、本当にギリ

ギリのところにいますので、あまり批判的

な目で見られるとうまく機能しないと思い

ます。やはり、思いやりを持った姿勢で対

応していただく必要があります。トラウマ

を抱えている子どもたちは、あまりうまく

考えることができない、考え巡らすという

ことが非常に難しいので、思いやりを持っ

て、その辺を配慮してコミュニケーション

を取ることです。先ほども、あまり子ども

同士仲良くできなかったり、お互いにちょ

っと分別がない形で行動を取ってしまった

という話をしましたが、皆さまも是非機会

がありましたら、先ほどから引用している

ブルース・ペリーさんの書かれた本（B.D.

ペリー、Ｍ．サラヴィッツ著 戸根由紀恵

訳「子どもの共感力を育てる」紀伊国屋書

店 ２０１２年）をお目通しいただければ

と思いますが、子どもたちに分別ある行動

をとってもらいたいのであれば、自ら分別

を持つ必要があると、彼は語っています。

子どもたちにとっても、ただ行動を修正す

るために罰するというだけではなくて、そ

ういうやり方ではなくて、きちんと子ども

たちが納得できるような形で理性を持った

説明をする、そういうアプローチをとって

いただきたいと思います。 

それでは、本日はお招きいただきまして、

ありがとうございます。また、10 日間に渡

る招聘で開原先生に、こういう機会をいた

だき、皆様にお話しさせていただけたこと

を感謝申し上げます。ありがとうございま
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した。 

司会：有難うございました。では、トムリ

ンソン先生と通訳の辻さんに拍手で感謝し

たいとおもいます。 （拍手） 

最後に、当センターのかつての次長である

開原先生がこの会を設定して下さいました

ので、開原先生にも拍手をお願いします。

（拍手） 

 

《以上終了》 

 

 


